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江戸中期から昭和初期にかけて 日本各地に多数の農村舞台が存在 した(調 査.
された数だけで も].777)とい う事実及びそこでは在住の人々によって歌舞伎や
人形浄瑠璃が上演されていた とい う事実 は,現 在の公立文化ホールの数










が芸能から芸術への1つ の転換点 となっている。また都市のどこに,ど のよう.
に劇場が形成されるか ということが芸術の社会における位置,財 としての特徴,
芸術の内容の形成に深 く結びついているので,農 村舞台の分析の前 にまずその.
あた りの事情から見ていきたい。
(D都 市における劇場という場の発生
日本の都市 にお ける芝居 町や 芝居小屋 の誕生 は江戸時代であ るが,そ の成立
には中世 にお ける芸能のあ り様 が関わっているので,中 世 の芸能か ら概観 して
みたい。 中世 においては,.芸能民 が職人 と共 に諸 国を巡 回す る民であ った こと
は ヨーロ ッパ と同 じであ る11。これ ら芸能民が都市 に定着 し芝居小屋 とい うシ
ステムが誕生す るに当た っては,中 世における勧進興行 とい うシス.テムが媒介
となってい る.。
① 勧進興行 とい う中世の芸 能 システム
勧進興行 とは,寺 院の経 営のために勧 進聖が 自 ら芸能 を行 った り,芸 能民 を
たのんで芸能 を行い広 く大衆に資を募る行為 である。勧進興行 の も.つと も早い
記録 は1248年の摂津勝尾寺での稚児舞楽である.2)。勧進興行の行われた場所 は,
寺社 の境 内や街道 口,町 辻,河 原 とい った無縁 の地,あ るいは公界であ る。小
笠原氏 によれ ば,こ れ らの地はいずれ も何 らかの点で異郷,更 にい えば冥府 と
境 を接す る地で あった。「都市形成 の論理の確立 してい る古代 都市京において,
興行 は,死 す なわ ちけがれ の領域 との境 界において,瞑 府 との入 り口 とい うイ










の桟敷が 日本の劇場の祖型となったのである。ジ 勧進興行の桟敷は,直 径100
尺の円形で.ある。その入 り口には鼠戸がしつ らえられていて,一般の見物は身
を縮め,鼠 の穴ほどの狭い木戸をくぐり抜けて芝居に入る。「これは,近 世の








時代,興 行地は幕府,勧 進聖,河 原者η,芸能者の思惑や利権をめ ぐって変遷`
するが,.いずれ も無縁の地であると共に,人 々が集まる広場的性格のものであ
る。これら市中に散在ししだいに宗教的色彩を失っていったものが芸能である。








7)中 世,京 の鴨川の河原に住 み,土 木事業や葬送 に携わ る者 を指す。河原に置かれた具は,河 原
者の所有 とい う慣習があ ったたため,死 者 の衣類や装 身具 を自分の物 として処分する特権 を持 っ




者にとって有利に働いたことが,芸 能者が河原 に集まる要因になった と推察さ
れる6こ うした中世的慣習 としての芸能のエネルギ▽が都市の芝居小屋の中に




上の四民平等)が 容認されていた。 これ らの特権慣行を容認する変わ りにその
地域を限定 し市民権を劒奪 したのが徳川幕府である。「町(江 戸の)づ くりが
進むにつれ,公 許と㌧}う権威のもとに,興行権 と土地とを与える恩典 と引 きか
















10)京 ・大阪で は,座 元の権限は限定 され,座 元,名 代,芝 居主 は別個 に存在 した。名代は興行権
を,座 元 は芸団の統括者,芝 居主は劇場の所 有者 であっ.た。
?2C(20)..第158巻 第1号
舞台か ら客席へ と通 じる両花道等,小 屋全部が演.技空間となるように作られて




隣同士楽 しく観るのである。また,桟 敷は町の裕福な町人が占めていて も大向
.うという立ち見席があ り,木戸銭も安 く,通の客が通う。ここの観客は通であ













いう限界を持つu)しか し,彼らは決 して卑屈にならずに,社 会制度における
身分..ヒの差別をはね返し,一般市民と対等になりたいと願う心意気によって,
11)服 部 幸 雄 岩 波 同 時 代 ライ ブ ラ リー 「江 戸 歌 舞 伎 」 岩 波 書 店,1993年,82ペー ジ。
12)前 掲 「江 戸 歌 舞 伎 」で は,今 ・泉 み ね 著 「名 ご りの 夢 」(平 凡 社}か ら,8つ の芝 居 の楽 しみ を
取 り上 げて い る。
13)熊 倉 功 夫H本 の 近 世n「 伝 統 芸 能 の展 開」 中央 公 論 社,1993年,223-228ぺ}ジを参 照 。
14)PeterBwke,PopularCultureinEarlyModemeurope,Temp】eSmith,London,197呂,中村 賢
二 郎 ・谷 泰 訳 「ヨー ロ ッパ の民 衆 文 化」 人文 書 院,1989年,に も ヨー ロ ッパ 近 世 の 民 衆 劇 の 特徴
と して,「 芝 居 も形 は違 っ てい て も基 本 は 同 じで あ る。 劇 に もそ の定 型 とモ チ ニ フが あ る 。 民 衆
劇 で の基 本 的 な単 位 は 言 葉 で は な く,役 柄 と身振 りで あ った 。」(180-181ペーヲ)と あ る。 近 世




とができる。 しか し,それは興行 とい う制度を伴った私的財であった。役者と




通常の芸能史はこの江戸歌舞伎を近代演劇が どう乗 り越えて恥 くのかという
文脈で綴 られてい く。江戸文化論も都市に力点を置 き,興行制度の成立 と家元
制度の成立を文化形成の特徴 として取 り上げる。こうした文脈からは忘れさら
れ,歴 史上のひとこま,あ るいは農村娯楽の一断面 として扱われてきたのが農
村舞台である。能や狂言には家元制度があるが,江 戸の芸能の中で唯一家元制






15)町人 と対等であ り.たい と願 う役者 の心意気 は,俳 名や屋号を持 ち町人 とつ き合 う時は俳 名や屋
号 を使 うとい う習慣をつ くりだ した。江戸時代の役者 は芸 を高め るたあの基礎 的教養 として俳諧
に親 しむ ことが多か ワたのである。(前出 「江戸歌舞伎」参照)
16)能や妖言 には家元 制度があるが歌舞伎や人形浄瑠璃 にはない。 「家元制度は型 の相伝 が修 行り
中心で あって,独 創的な創造性 は否 定され るか,型 の枠 の中で の創造性 に止め られ る。 したがっ
て,伝 統的芸能が近代 化の中で芸道から芸術 へ と脱皮 しようと したジャンルで は,家 元制は崩壊
す るか 変質 した.」(前掲.日 本の近世11「伝統芸 能の展開」38-39ページ参照)と いう指摘 もあ
るが,能 や狂言の創造性 と家元制度が ダイ レク トに結びつ いて いるとは思われ ない。.しか し7能
や狂言 は中世 に確立 した芸能ですで に民衆 から離 れ,武 家や 貴族 とい う支配階級 に召 しかかえ ら
れてい たとい う事清 はある。.
17〕角田一・郎編 「農村舞台探訪」和泉書院,1994年,によれば,昭 和45年まで に確認 された農村舞
台の数 は現存 ・廃絶合わせて1777である とい う。 これが,調 査 された最新の データであ る。
?.'
22(認)第!58巻 第1号
的に広が り'8レ,1887年～1897年以降,農 村の共 同.体的生活 の衰退 と共 に長 い時
間をか けて消滅 してい った。 イギ リスにおける民衆娯楽 の衰退 と同 じであ る。
しか し,従 来 の農村舞台研究は民俗 学的あるいは建築学的視点か らの ものが多















究の中で,農 村舞台の特徴を,そ の成立時期によって分類 し,発生と変質 ・消
.18>常設舞台の密度が高 いのが,徳 島県,兵 庫県,長 野県。調.査の時点で1棟 も発見されなか った
のが.秋 田県,奈 良県,鹿 児 島県等 の13県で ある。民俗芸能が北端に も南端に も分布 するのに比
べ,農 村舞台は国土の中央部に密度 が高い、民俗芸能 とは性格 を異にす ることは,そ の分布 が示
唆 してい る。(角田一郎編 「農村舞台の総合 的研 究.....歌舞伎 ・人形芝居 を中心 に」桜楓杜,1971
年,91ペー ジ参照}
農村で歌舞伎や 人形浄瑠 璃が全 国的 に始め られ たのは,宝 暦～天明(1750年～1780年代〉.全
国的 に常設 の舞 台を持 つよ うにな ったのが,文 化 ・文政期(1800年代 初め)と されている。(守
屋毅 「村芝居一 近世文 化史の裾野か ら」平凡社,1988年,122ページ ・161ページ参照)
19〕前出 「農村舞台探訪 」 も1994年発行 であるが,発 行が計画されてか ら出版を引 き受 けて くれ る
出版社 を探すまでに20年の歳月が流 れてい る。全国的調査は昭和42-43年に文 部省科学研究 費補
助金を受 けて行われたのが最後であ る。
































.① 養蚕 ・製糸が盛んになるのは多 くの地方で江戸後期か ら明治にかけてで
21)守屋氏 の見解 は、前出 「農村舞台の総合 的研 究」 や守屋 毅,叢 書 演劇 と見世物の文化史 「村
芝居一 近.畦文化 史の裾野か ら」平凡社,1988年.を参照 した。農村舞台 を見 る視点 については.
特 に⑥ が最新 の見解 と到達点であ る。 「村芝居 成立 の意義 は,歌 舞伎 史のそれ に とどまるもので
はなか った。化粧す る百姓た ちの姿は,社 会史 もしくは文化史 の観点か らすれば,村 落における
伝 統的 ・民俗 的 ・農村的な ものと,そ れ らと相対立する文化一近世的 ・風俗的 ・都市的な もの と
の相克 を象徴す るもの にほか ならなかったのである。」(前出 「村芝居」113ペー ジ;「村落におけ
る伝統 的 ・民俗 的 ・農村的 なものの維持を願 うものに とワて,村 芝居 の出現 とその農村生活への
影響は,た しかに退廃 といわねばな らなか った。」(同上,116ペー ジ)「甘々の祭礼へ の歌舞伎の
流 入一村芝居 の成立 は,ま ぎれ もな く,村 落祭礼 全般 の奢侈化 ・娯楽化 の潮流 にか なった もので
あった。」(同一ト,127ページ)。
また,農 村舞台の意義は,中 世的な もの と近世的な ものの相 克とい うよ り,中 世か ら近代へ と
いう位相 の中で捉 えた方が よい と思われ る。この点も守屋氏 との相違で ある。
24(24).第158巻 第1号
あ るが,農 村舞 台が定着 し始め るのは江戸 中期 か らで ある。 つま り,養
蚕 ・製糸 と農村舞台 は ダイ レク トにば結 びつか ないのではないか。
② 農村 舞台の分布 をよ く見 る と,山 村の脇往 還 と言わ れた街道沿 いに多 い。




















92)前出 「農村舞台の総合的研 究」 で も農村舞台 の分布 につい ては,交 通路や河川流域に沿 ってい
ることが多い とし,松 崎茂氏 らが,河 川 の流域,山 麓地帯,丘 陵地帯な どに舞台群の存在を指摘
して いるが,河 川 の右岸 と左岸 では舞台の構 造 に差が見 られた りしたため,「地理上 と政 治史経
済史上の関連が どの ようにあるか ということが.群 の把捉に肝要であ ることは言 うまで もないが,
現在 はそこに考拠 を求め るまで に至 ってい ない。」CJoOページ〉 としている。本論文での く山越



























23)農村舞台の構造 は地域に よって異な り,廻 り舞台 の機構 も様 々で,花 道裏返 し等様々な演出効
果のある構造が 見られ る。
?%(26).第158巻 第1号
〔D事 例研究(長 野県飯田 ・高知県梼原)一一一一農村舞台の分布と交通ルー ト・
商品経済 ・村落共同体のあり様を中心に一
農村舞台が主街道沿いの平野,つ まり水 田地帯 よ り脇往還沿いの山間地帯や








て共同体のあり様 も含めて2つ の事例について実態調査に基づ き検討 したい。
①事例1長 野県伊那谷の農村舞台
長野県伊那谷地方は上伊那と下伊那を合わせて125の農村舞台が集中する地.















あったが,.1887年(明治20年)頃までには大部分が消滅 して しまい,現 存する
のは上伊那の古田人形を入れて4ヶ所である。.




た芸能の宝庫 ともいわれ中世からの舞をはじめとする芸能が祭 りの形で今 も伝
承されている地域で もある。一般的には農村舞台で行われた村人による歌舞伎





















































1763年(宝暦13年)の記録によれば,胡 桃 ・水油 ・あ く灰 ・薬種 ・糸 ・繭 ・
麻 ・古かね.・がらく・煙草 ・木履 ・愼皮.・生薬 ・木地 ・かち栗 ・柿 ・づみ皮 ・
木杓子など色々な商品生産が行われている。また飯田町及びその付近の農村の
消費力 も相当大 きかった。年間に馬背五万駄の入荷 と二万駄の出荷があ り,
2288駄の魚,435駄の蜜柑を食べ,鎌30駄が周囲の農村へ商品として入ってい
る。また,飯 田は和紙及び元結の産地 として有名であり上郷でも和紙の原料・で

















発 展を背景 として,幕 末 には農地の3分 の1が 小作地 とな っているが画それ は
江戸後期 にな って「気 に加速 した動 きであ り.,この地方 に農村舞台が発祥 した
江戸 中期 には村落 はまだ フラ ットな形で存在 していた。
c.上 郷 の村落共 同体
脅 「
上郷で巻江戸初期には幕府の方針 に沿って村落の行政的仕組みを整えようと
した傾向は見 られるが,中 期以降は次第に実態に沿 った形へ と変化 している。







行政機構 も中期以降は実質に沿 ったものに変化 し,村の自治が前面に出て くる。












26〕上郷 町には,江 戸時代は飯沼村,別 府村,上 黒田村,.下黒 田村,南 条村5ヶ 村が含まれていだ。
近世農村舞台の生成と発展..(31)31
貫高20俵以.ヒの農家 は一.割に過 ぎず,1俵 か ら20俵までが ほ.とん どで比較的 フ
ラ ッ トな構造であ.つた。 また,上 郷が助郷 を出 してい なか った ことは,村 人の
経済 と生活 にとって好運であ っ.た。助郷 はそれ ほ ど村人 に とって.負担で もあ り,
精神的 に も村の荒廃 を招 いた とい うことで ある。
土地 の売 買が急増す るのは天保以 降で ある。幕末 には,年 貢の取分が領主:
地主:小 作=1:1:1で はな く地主の取分が領主 の3,8倍に もなっている。 こ
うした地主経営の有利さが投資 を促 し幕末 には小作地が耕地の3分 の.1以上,
2分 の ユ近 くに なった もの と思 われ る。小 作地の全 国平均 が1873年(明治6
年)で27%か ら33妬,近畿 地方が33%2ηで あるか ら農民層分解 は進んでいた方
であ る28〕。飯 田地方の生糸,機 織業 は幕末か ら明治にか けて急 速に盛 んにな つ.
てい った ことは前 述 したが,そ の ことと小作地 の割合が近畿 と近い ことは関連
す るもの と思 われ る。幕末 には貨幣経済 の浸透 を反映 して村内だけで通用する
付札 も発行 されてい る。.
②事例2高 知県梼 原町の農村舞台
梼原 町は,四 万十川の源流,高 知県 と愛媛県 の県境 の四国山脈 に位置す る。
現存す る農村舞台 は3ヶ 所,近 年廃絶 とな ったのが1ヶ 所,口 碑に よると他 に
4ヶ所 の舞台があ った とい う。現在 人口5千 人に満 たない 山間の町 に8ヶ 所 も
の舞 台が あった こ とは驚 きで あ る。梼原 の調 査 は19934一夏 と1994年夏 の2回
行 った ものであ る瑚。
高知県の農村舞 台の発祥 も江戸 中期で あるよ うだ。安芸郡野板裏の北川家 文
書 には地 芝居が1767年以 前か ら盛 ん に上演 されてい た とい う記 録が残 ってい
る劉pし か し,概 して.艮野県伊那地方 よ りは遅 く成立 しているため農村舞 台の























津野山の舞台群は,伊 那地方より少 し遅 く江戸後期から明治初期に発祥 した様
だが,記 録があれば もっと占い発祥か もしれない。円明寺 の境 内では毎年,
1600年に非業の死を遂げた津野氏の霊をなぐさめるために行われる孝山祭に花
取踊 りと歌舞伎が奉納された。円明寺のある四万川地区を部落ごとに東西に分
け,東部は歌舞伎を西部は花取踊 りを行う決まりであ り,昼間は花取踊 り,夜




へ とぬける交通路であ り,2つめは,高知か ら中村 ・宿毛を経て伊予へ向かう












いる。梅原か ら他国へ売 り出す商品としては,茶 ・蕨粉 ・蜂蜜 ・楮草 ・油粕 ・
こんにゃく・酒等があり,伊予からは半 ・魚 ・塩が入っている。幕末には広島
まで茶を売 りに行 く人 もあった。また,農 家以外にも様々な職業の人が住んで
いた。橿原町史によると,吉祥寺過去1帳には,紺 屋 ・鍛冶 ・問屋 ・山番 ・大
工 ・医師 ・免許店 ・荷物問屋 ・酒屋 ・樽屋 ・油屋等の記載がある。こうした経
済的背景 も農村舞台の存立 と深 く関わっていると思われる。(イギリズの農村









以上の事例研究から,農村舞台は必ず しも養蚕 ・製糸 とい う存立基盤を必要
としないこと,山越えの道という交通ルー トが庶民の商品経済 と文化のコミュ
ニケーションルー トとして重要な役割を果た したということができる。また,
農村舞台の存立基盤であった村落共同体についても,それが生産と生活に基づ
くブラ.ット・な組織であったことが推察される。そこで,論 文③では,近世村落
共同体の成 り立ちと変化が農村舞台の展開にどのような影響を与えたか等につ
いて更に検討 し,農村舞台考察の現代的意義について考えるゴ
